
門の話題長

村
田
清
風
記
念
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

清
風
と
政
之
助
の
生
涯
を
辿
る

　

平
成
30
年
が
明
治
維
新
150
年
と

な
る
こ
と
か
ら
、
村
田
清
風
記
念

館
の
展
示
内
容
の
模
様
替
え
が
行

わ
れ
、
１
月
19
日
（金）
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
浅
田
小
学
校
６
年
生
に
よ
る

朗
唱
「
餐
麦
弓
買
（
さ
ん
ば
く
ゆ

み
を
か
う
）」や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
・
コ
ー
ル
ア
ミ
カ
に
よ
る
歌「
偉

人　

村
田
清
風
」
が
披
露
さ
れ
、

完
成
を
祝
っ
た
後
、
中
野
館
長
に

よ
る
館
内
の
案
内
と
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

館
内
は
小
学
生
か
ら
興
味
の
あ

る
人
ま
で
段
階
に
応
じ
て
３
種
類

の
説
明
板
が
新
し
く
用
意
さ
れ
た

ほ
か
、
漫
画
家
の
広
中
建
次
さ
ん

に
よ
る
漫
画
を
活
用
し
た
分
か
り

や
す
い
展
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
ご
来
光
登
山
イ
ベ
ン
ト

初
日
の
出
に
無
病
息
災
を
祈
願

　

１
月
１
日
（月）
、
恒
例
の
「
初
日

の
出
登
山
」
が
青
海
島
の
高
山
で

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
100
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
高
山
は
平
成

28
年
度
に
「
し
ま
山
100
選
」
に
選

ば
れ
、山
頂
か
ら
は
「
波
の
橋
立
」

や
「
海
上
ア
ル
プ
ス
」
が
望
め
る

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
午
前
６
時
過
ぎ
に
懐

中
電
灯
を
持
っ
て
出
発
し
、
約
40

分
か
け
て
登
頂
。
午
前
7
時
20
分

ご
ろ
、
東
の
空
か
ら
太
陽
が
現
れ

る
と
、
参
加
者
は
一
年
の
無
病
息

災
を
願
っ
て
初
日
の
出
を
拝
み
ま

し
た
。

　

下
山
後
に
は
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
お
雑
煮
が
用
意
さ
れ
、
参

加
者
は
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま

し
た
。

▲手づくりのお雑煮で冷えた身体を温める

▲山頂で日の出を待つ参加者

▲浅田小学校６年生の朗唱「餐麦弓買」

▲漫画を活用した分かりやすい展示にリニューアル

仙
崎
地
方
卸
売
市
場
で
初
競
り
式

仙
崎
市
場
の
元
気
を
取
り
戻
す

　

１
月
５
日
（金）
未
明
、
仙
崎
地
方

卸
売
市
場
で
初
競
り
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
県
漁
協
長
門
統
括

支
店
の
藤
田
昭
夫
運
営
委
員
長

が
「
漁
師
、
仲
買
人
、
漁
協
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
、
安
全
・
安
心

で
鮮
度
の
良
い
仙
崎
の
魚
を
発
信

し
、
市
場
の
元
気
を
取
り
戻
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

初
競
り
で
は
体
長
約
60
セ
ン
チ

の
マ
ダ
イ
に
３
万
円
の
値
が
つ
け

ら
れ
、
そ
の
後
の
競
り
で
は
競
り

人
の
独
特
な
掛
け
声
に
買
い
手
が

応
じ
て
値
段
が
決
ま
り
、
新
鮮
な

魚
や
貝
な
ど
が
次
々
と
競
り
落
と

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
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安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て

長
門
地
方
卸
売
市
場
で
初
競
り

　

１
月
５
日
（金）
、
長
門
地
方
卸
売

市
場
で
初
競
り
式
が
行
わ
れ
、
市

場
関
係
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
門
大
津
農
業
協

同
組
合
の
小
田
保
男
代
表
理
事
組

合
長
が
「
公
的
市
場
は
安
心
安
全

な
農
産
物
の
安
定
供
給
や
地
産
地

消
と
い
う
大
事
な
役
割
を
持
っ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
し

た
経
営
に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

磯
部
副
市
長
は
「
行
政
、
Ｊ
Ａ
、

生
産
者
ら
と
連
携
を
取
っ
て
、
農

業
の
活
性
化
を
図
り
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
新
鮮
な
野
菜
や
生

花
、
果
物
が
市
場
に
並
び
、
次
々

と
競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
８
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
い
よ
い
よ
着
工

新
庁
舎
建
設
工
事
の
安
全
祈
願

　

１
月
11
日
（木）
、
長
門
市
役
所
本

庁
舎
建
設
工
事
に
か
か
る
起
工
式

お
よ
び
安
全
祈
願
祭
が
、
市
役
所

南
側
駐
車
場
の
建
設
予
定
地
で
開

催
さ
れ
、
市
関
係
者
ら
約
60
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
飯
山
八
幡
宮
の

上
田
宮
司
に
よ
る
神
事
の
ほ
か
、

設
計
者
・
工
事
関
係
者
の
代
表
に

よ
る
鍬
入
れ
の
儀
や
玉
串
の
奉
納

な
ど
が
行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
大
西
市
長
は
「
新
庁

▲競り人の威勢の良い掛け声が市場にこだまする

▲鍬入れの儀で鍬入れをする大西市長

▲大根や白菜、カブ、イチゴなど新鮮な野菜や果物が並ぶ

▲市関係者や市議会議員、近隣自治会、工事関係者らが出席

舎
は
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
市

民
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
工

事
に
携
わ
る
業
者
の
英
知
を
結
集

し
て
安
全
で
素
晴
ら
し
い
建
物
を

完
成
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

市
役
所
新
庁
舎
は
木
造
と
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
構
造
の
５
階
建
て
。
木
材
は
市

有
林
か
ら
調
達
し
て
お
り
、
７
千

平
米
以
上
の
木
構
造
の
庁
舎
は
国

内
で
も
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
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命
の
素
晴
ら
し
さ
、
日
本
語
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ

出
張
！
ゴ
ル
ゴ
塾
・
命
の
授
業

　

１
月
13
日
（土）
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

開
館
20
周
年
記
念
講
演
と
し
て

「
出
張
！
ゴ
ル
ゴ
塾
・
命
の
授
業
」

が
同
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ

ル
ゴ
松
本
さ
ん
に
よ
る
漢
字
や
歴

史
の
話
な
ど
笑
い
を
交
え
な
が
ら

「
命
」「
人
生
」「
言
葉
」「
日
本
人
」

を
テ
ー
マ
に
熱
の
こ
も
っ
た
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲授業を行うゴルゴ松本さん

旅
館
関
係
者
や
自
治
会
関
係
者
が
出
席

長
門
湯
本
温
泉
の
発
展
を
祈
願

　

１
月
１
日
（月）
、
深
川
湯
本
の
住

吉
神
社
で
、
大
寧
寺
の
岩
田
住
職

に
よ
っ
て
長
門
湯
本
温
泉
の
繁
栄

や
門
前
・
湯
本
・
三
ノ
瀬
地
区
の

発
展
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
営
公
衆
浴
場
「
礼
湯
」

で
も
温
泉
に
お
神
酒
を
捧
げ
る
な

ど
、
温
泉
事
業
の
１
年
間
の
安
全

と
繁
栄
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

▲大寧寺の岩田住職により祈願
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『
尾
崎
眞
吾
の
み
す
ゞ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
』

こ
れ
ま
で
の
作
品
を
一
挙
展
示

　

広
報
な
が
と
の
裏
表
紙
を
飾

る
「
尾
崎
眞
吾
の
み
す
ゞ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
が
連
載
200
回
を
超
え
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
一

挙
に
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
が

１
月
13
日
（土）
か
ら
８
日
間
、
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
４
月
に
発
行
さ
れ
た

災
害
に
備
え
て
長
門
市
・
下
関
市
・
美
祢
市
が
合
同
訓
練

関
係
機
関
で
緊
密
な
連
携
を
確
認

　

１
月
17
日
（水）
、
長
門
市
・
下
関

市
・
美
祢
市
の
各
市
で
「
平
成
29

年
度
合
同
防
災
図
上
訓
練
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
長
門
市
で
は
、
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
ア
リ
ー
ナ
を
会
場

に
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
11
団
体
107

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
前
日
に
ま
と
ま
っ
た
降

雨
が
あ
り
、
土
砂
災
害
発
生
の
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
想
定

で
行
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や
床
下
浸

水
、
通
行
止
め
な
ど
次
々
と
被
害

が
発
生
す
る
中
で
、
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
下
関
市
、
美
祢
市

と
も
連
携
し
、
お
互
い
の
災
害
に

対
し
て
支
援
す
る
体
制
の
確
認
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

▲握手を交わす磯部副市長と佐藤南三陸町長

南
三
陸
町
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結

災
害
時
に
人
的
・
物
的
支
援
を

　

12
月
22
日
（金）
、
長
門
市
役
所
で

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
と
長
門

市
の
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
両
市
町
が
災
害
の

発
生
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
際
に

応
急
・
復
旧
対
策
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
人
的
・
物
的
支
援
や

被
災
者
の
受
入
な
ど
を
相
互
に
応

援
す
る
も
の
で
す
。
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
は
近
隣
の
自
治
体

も
被
災
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

遠
距
離
自
治
体
と
の
協
定
が
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
、
南
三
陸
町
と
締

結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
南
三
陸
町
の
佐
藤

仁
町
長
が
出
席
。「
東
日
本
大
震

災
で
近
隣
の
自
治
体
が
同
時
に
被

災
し
、
遠
距
離
自
治
体
と
の
協
定

は
重
要
。
万
一
の
際
は
、
災
害
対

応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
職
員
を

派
遣
し
、
し
っ
か
り
と
支
援
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲水彩画やパステル画のパネル 200 点を展示 ▲次々と災害の情報が寄せられる中、迅速に対応する参加者

▲「一つひとつの積み重ねが安心安全を守ることにつながる」と佐藤町長

広
報
な
が
と
第
１
号
か
ら
約
13
年

か
け
て
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
続
け
た

尾
崎
さ
ん
は
「
こ
う
し
て
200
回
を

迎
え
ら
れ
た
の
は
周
り
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
今

後
は
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
512
編

す
べ
て
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

外
国
人
が「
住
ん
で
良
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
に

　

中な

か

お

か岡 

久ひ

さ

え恵 

さ
ん

門の長 門の

（
な
が
と
日
本
語
ク
ラ
ブ

／
東
深
川
正
明
市
１
区
）

　

平
成
29
年
10
月
、
長
門
市
に
居
住

す
る
外
国
人
の
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
地
域
住
民
を
中
心
に

「
な
が
と
日
本
語
ク
ラ
ブ
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
約
20
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い
、
長
門
市
中
央

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、
日
本
語
の

勉
強
の
ほ
か
、
生
活
に
密
着
し
た
手

続
き
や
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
、
買
い

物
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
、
海
外
に
留
学
し
、
現

地
の
中
高
生
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
中
岡
さ
ん

は
、
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
知
り
、
経
験

を
生
か
せ
る
の
で
は
と
加
入
を
決
意
。

こ
れ
ま
で
交
流
会
や
ひ
ら
が
な
の
講

座
に
参
加
し
、「
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
人
と
関
わ
り
合
う
こ
と
を

楽
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
今

後
も
生
活
に
寄
り
添
っ
て
手
助
け
を

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

受
講
者
の
母
語
を
使
わ
ず
、
日
本

語
で
講
座
を
行
う
同
ク
ラ
ブ
で
は
、

支
援
体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、

外
国
人
と
関
わ
り
、支
え
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
中
。
詳
細
は
長
門
市
中
央

公
民
館
ま
で
。（
℡
23
‐
１
１
８
１
）

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲受講者にひらがなの読み方を教える（昨年12月の講座）


